
様式第２号（第２１条関係） 

 

むつ市地域おこし協力隊活動状況報告書 

むつ市長 山本 知也 殿 

隊員氏名 大崎 祐暢 

次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２３年 9 月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 ９月は前半は暑い日が続き、後半はだんだんと夜冷えるようになり、着るものの調整が難しい日が多かった。

前半は慶応義塾大学の先生のヒトデに関する研究のお手伝いとしてまりんびーちに潜り、ヒトデ採集を行った

り、脇野沢のかさまい夕市にお手伝いとして参加した。またこれまでは川内、脇野沢地区の漁師さんおお手伝

いを主としていたが、今月から大畑の漁師さんのお手伝いも開始した。9 月の後半は川内八幡宮例大祭の神輿を

引っ張ったり、浜町の山車を引っ張ったりと地元の祭りに参加した。 

 

（主な活動） 

◇９月４日（月）  大畑の漁師さんのお手伝い 

 9 月２日にかさまい館でジオパークファンミーティングが行われていて、取材ということで状況を見に行った。

その際に大畑の金亀水産が出店しており、買い物がてらお話をしたところ、船長の一声で大畑の漁師さんのお

手伝いをさせていただくことになった。 

 当日朝、出港時間の 4 時間前に目が覚め、大畑へ向かった。大畑ではサケやイカを獲る定置網の型入れ作業

が行われており、型を固定するアンカーうちの作業を手伝わせていただいた。 

 将来的には、各職種の繁忙期に出向き、「人手が足りないからできない」を少しでも減らすための仕事を確立

させ、派遣事業として成立させたいと考えている。そういう面では９月は川内、脇野沢地区では水温が高いた

めホタテを海から動かすことができず、海の上での作業は一時休止という形になる。この時期に手伝える場所

として大畑の漁師さんに着目した。実際にやってみると、むつ湾と津軽海峡の違いを感じたり、大畑の良いと

ころを見ることができた。今後も漁師の手伝いを継続していけるように、努めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

◇９月９日（土）  脇野沢かさまい夕市 お手伝いとして参加 

 脇野沢で行われた「かさまい夕市」の村おこしブースの手伝いと、会場の設営、片付けの手伝いをしてきた。 

花火の打ち上げに力を入れ、打ち上げる花火の種類、順番などまで決めているとのことだったので、「花火を勉

強して冬の企画に活かしたい」と思い、参加した。 

 スノーライトフェスで主担当を経験していることがここで活かされた。主担当の疲労と考えを、主担等の会

話から察しつつ考えながら行動することができたように思う。準備では人の動きを見て、関わったことが無い

人とも積極的にコミュニケーションを図って手伝いをし、片付けでは主担当の周りを動き、重労働の部分を率

先して引き受けるよう努めた。 



 このイベントに参加したことで、脇野沢のお手伝いさんがものすごく多いことと、脇野沢庁舎の人たちの魅

力と、自分のイベントでの自分の動き方を学べたように思う。昨年のスノーライトフェスでは片付けの際に自

分は主担当でありながら疲労がたまり動けないことが多かった。でもそれだとダメで、最後までやり抜くこと

の重要性を学ぶことができた。今年度も冬のイベントを開催するにあたり、今回学んだことを活かしていこう

と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

◇９月１６日（土）１７日（日） 川内八幡宮例大祭 浜町と神輿での参加 

 昨年は山車から伸びている縄を引っ張るだけだったため、今年は山車そのものに触りたいと思い、浜町の山

車に参加した。また、川内八幡宮の石倉さんとのご縁から神輿を引っ張る手伝いもした。1 日目は山車の重さと

声を出してみんなで引っ張る楽しさを知り、２日目は神輿を引っ張りつつ浜町の手伝いをし、神輿を八幡宮に

収めてからは、すぐに着替えて浜町に合流した。 

 浜町の人たちとは普段あまり交流が無い人が多く、若干の緊張と不安があったものの、みんなとてもやさし

くて、同い年の人が多くて、過ごしやすい環境だなと感じた。山車の重さとそれによる怪我に繋がらないよ

う、時には厳しく言うこともあったが、それは優しさからなる厳しさで、温かみを感じた。神輿を終えて着替

えて浜町に合流した時も、温かく出迎えてくれて。この祭り、ずっと参加したいなって思った。 

 川内町の人たちの優しさ、温かさを感じることができる祭りであった。今後も川内町のためにできることを

全力でやっていこうと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

 １０月は毎週土日に何かしらのイベントが開催され、その準備に忙しくなる。さらに１１月に開催予定の 

食育事業の準備も進めていかなければいけないため、超多忙な月となることが予想される。どのイベントも 

確実に成功させていくためにも、日々のスケジューリングと作業の前後の確認を行いつつ、体験館の水槽の 

管理や日々の仕事も合わせて行っていきたい。 

 

 １０月 ７日 かわうち・まりん・びーちライトアップフェス 2023 

 １０月１４日 脇野沢朝市、むつグラマラスフェスティバル手伝い（～１５日） 

 １０月２１日 星空教室 

 １０月２７日 ジオパーク全国大会 見学（～３０日） 

 


